
日本原燃株式会社 

再処理工場のウラン試験時に発生が予想されるトラブル等とその対応について（抜粋版） 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜機械動作不良の例＞ 

せん断機における燃料集合体のせん断片の噛み込み 
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＜漏えいの例＞ 

配管継手からの低レベル放射性廃液の漏えい 
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（パッキンのようなもの）
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ポンプポンプポンプ

（パッキンのようなもの）

 

トラブル事例の一例 

トラブル事例集の概要 

・ 六ヶ所再処理工場においては、安全に関する取り組みにより工場外へ影響を与えるような事故の発

生はないと考えています。 

・ しかしながら、再処理工場は規模の大きな化学工場とも位置付けられることから、漏えい等が発生

する可能性があると想定されます。また、再処理工場には数多くの機器や設備があることから、軽

微な機器故障等が発生する可能性があると考えています。なお、新たにウランを取り扱うことから、

化学試験までとは異なり、ウラン溶液の化学反応に伴う配管の詰まり等が発生することも想定され

ます。 

・ これらは、国際評価尺度（INES）の評価レベル０以下（レベル０又は評価対象外）と想定できるも

のですが、その内容、事故の進展性等からみて安全に影響を及ぼさないこと、復旧時の対応方法等

を、事前に皆さまのご理解がいただけるよう、先行施設の情報を参考に、トラブル等事例集「再処

理工場のウラン試験時に発生が予想されるトラブル等とその対応事例集」を作成しました。 

ウラン試験時に発生が予想されるトラブル等の事例集作成について 

①事例作成の範囲 
・操業中も含め、先行施設で発生したトラブル等の情報を基に、ウラン試験で

発生が予想される事象を作成 

・当社では安全確保の取り組みを実施してきていますが、せん断機の刃の損傷

や配管の詰まり等、発生を避けることが困難な軽微な機機故障等について事

例を作成 

②事例の分類 
・事例を「詰まり・堆積」、「漏えい」、「機械動作不良」、「計測・制御系の不良」、

「電源系の異常」、「汚染」、「その他」の７つに分類 

③事例集の形式 

④その他 

ウラン試験時に発生が予想されるトラブル等 

 

・先行施設においても、軽微な機器故障等が多く発生していることから、今回

作成した事例集は、設備中心のトラブル等となっている 

・実際のウラン試験では、例えば、火災、ヒューマンエラー、ソフトウェア不

良等が発生することも想定され、これらが発生した場合には、消防計画に基

づく対応や、原因に応じて、手順書の充実等を実施していく 

・今後の試験運転の経験を活かしながら、事例の追加、充実を図る 

・１件１葉のシートに概念図と事象の概要を記載 

・また、事象による影響、公表区分、復旧の方法、国際評価尺度（INES）のレ

ベル（当社評価）も記載 
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再処理工場のウラン試験時に発生が予想されるトラブル等とその対応（Ｎｏ．０４９） 

 

 件   名 
 

 

放出前貯槽への移送中における配管継手からの低レベル廃液の漏えい 

事象の概要 
 

 

（１）発生場所・機器 低レベル廃液処理建屋：第一放出前貯槽への移送用配管 

 

（２）発生の状況 低レベル廃液の移送中 

 

（３）概要 配管継手（フランジ）部のガスケットの経年劣化による漏えい 

 

＊他の建屋も含め同種の機器においても、同様な漏えいの発生が予想される。 

 

 

 

 事象による影響 
 

 

（１）工場外への影響 工場外への影響は生じない。 
低レベル廃液処理建屋換気設備が稼働している室内における事象及びそれに伴う除染・復旧作業であ

り、放射性物質の放出等の工場外への影響は生じない。 

 

（２）安全性への影響 安全上の問題は生じない。 
低レベル廃液処理建屋換気設備が稼働している室内での漏えいであり、また、漏えいした低レベル廃

液は定められた手順に従って回収することにより、これ以上の事象の進展はなく、安全上の問題は生じ

ない。 

 

（３）作業員への影響 作業員への影響は生じない。 
漏えいした液体の回収等の除染・復旧作業に当たっては、定められた放射線管理要領に従い、作業計

画に沿って効率的に作業を進めることにより、作業員への影響は生じない。 

 

（４）他工程への影響 他工程への影響は生じない。 
漏えい箇所の復旧に伴い、当該配管の液移送は停止するが、他の工程の運転は予備系列の有無、そ

の中間にある一時的な貯留槽の残液量で継続の可否を判断する。 

 

（1） 当該配管の液移送を停止し、漏えい液を安全に回収する。 

（2） 当該フランジ部ボルトの適切な締め付けを行う。または、ガスケットの交換を行う。 

（3） 当該フランジ復旧後、耐圧試験等を行い、健全性を確認した後、定められた操作手順

に従い運転を再開する。 
 対応の概要 

（4） 上記対応に長期間を要する場合は、予め定められた手順に従い別系統に切り替えて

運転を再開する場合もある。 

公表区分 翌平日に公表（ホームページへ掲載） 

 （a）運転継続しながら復旧 

○ （b）運転系統を切り替えて復旧 

○ （c）当該機器を停止して復旧 

 （d）当該設備を停止して復旧 

 対応区分 

 （e）影響範囲の設備を停止 

 

国際評価尺度 

（INES）のレベル 

 

日本原燃に 

よる評価： レベル０以下 

 

2004.06.10 
 

 

事象概要 

・せん断処理設備
・溶解設備
・清澄・計量設備　等

・分離設備
・分配設備　等

・高レベル廃液
  ガラス固化設備　等

・ウラン精製設備
・ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ精製設備　等

・ウラン脱硝設備　等

・ｳﾗﾝ・ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ混合
     脱硝設備　等

前処理建屋 分離建屋 精製建屋

高レベル廃液
ガラス固化建屋

ウラン脱硝建屋

ウラン・プルトニウム
混合脱硝建屋

燃料せん断片の
溶解

ガラス固化体

核分裂生成物
の分離

ｳﾗﾝとﾌﾟﾙﾄﾆ
ｳﾑの分離

ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑの精製

ｳﾗﾝの精製

製
品
貯
蔵

製
品
貯
蔵

使用済燃料受入れ
・貯蔵建屋

使
用
済
燃
料

・使用済燃料貯蔵
  プール 　等

低レベル廃棄物
処理建屋

低レベル廃液
処理建屋

分析建屋

制御建屋

非常用電
源建屋

・非常用ディーゼ
　ル発電機　等

・低レベル廃液
  処理設備　等

・低レベル固体廃棄物
  処理設備　等

ドラム缶

・中央制御室　等 分析試料

・分析設備　等

主排気筒

ポンプ

配管継手部のガスケットの経年劣化により、低レベル

廃液が漏えい 

ガスケット 

第一放出前貯槽へ

 

 

２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 

 

（レベル２以下は工場外への影響はない） 放射性物質の外部放出 

放射性物質による汚染、被ばく等 

運転制限範囲からの逸脱等 

工場内へ 
の影響 

多重防護
の劣化 

工場外へ 
の影響 

１ ０以下 

２ 



再処理工場のウラン試験時に発生が予想されるトラブル等とその対応（Ｎｏ．０５５） 

 

 件   名 
 

 

せん断機における燃料集合体せん断片の噛み込み 

事象の概要 
 

 
（１）発生場所・機器 前処理建屋：せん断機 

 

（２）発生の状況 せん断機の運転中 

 

（３）概要 

 

 

 

せん断刃と固定刃の間への燃料集合体せん断片の噛み込みによる、せん断刃の前進障害が

発生 

 

 

 

 事象による影響 
 

 

（１）工場外への影響 工場外への影響は生じない。 
前処理建屋せん断処理・溶解廃ガス処理設備及び前処理建屋換気設備が稼働しているせん断機内で

の事象及びそれに伴う復旧作業であり、放射性物質の放出等の工場外への影響は生じない。 

 

（２）安全性への影響 安全上の問題は生じない。 
せん断片の噛み込みによりせん断を停止するため、これ以上の事象の進展はなく、安全上の問題は生

じない。 

 

（３）作業員への影響 作業員への影響は生じない。 
せん断機の復旧作業はセル外からの遠隔作業なので、作業員への影響は生じない。 

 

（４）他工程への影響 下流の工程の運転に影響が生じる。 
せん断機が停止することにより、前処理建屋内の溶解槽以降の工程の運転に影響が生じる。さらに下

流の分離建屋以降の工程は、前処理建屋と分離建屋の中間に設置されている一時的な貯留槽（計

量後中間貯槽）の残液量で運転継続の可否を判断する。 

 

（1） せん断刃を前後させ、噛み込みを解消する。 

 

（2） 解消できなかった場合、定められた保守作業手順に従い遠隔操作でせん断機の該当

部分を分解し保修を行うとともに、噛み込んでいるものを除去し、せん断刃に損傷のな

いことを確認する。 

 

（3） せん断機の分解部分を定められた保守作業手順に従って組み立てた後、定められた

操作手順に従い運転を再開する。 

 対応の概要 

  

公表区分 翌平日に公表（ホームページへ掲載） 

 （a）運転継続しながら復旧 

 （b）運転系統を切り替えて復旧 

 （c）当該機器を停止して復旧 

○ （d）当該設備を停止して復旧 

 対応区分 

○ （e）影響範囲の設備を停止 

 

国際評価尺度 

（INES）のレベル 

 

日本原燃に 

よる評価：レベル０以下 

2004.06.10 

事象概要 

・せん断処理設備
・溶解設備
・清澄・計量設備　等

・分離設備
・分配設備　等

・高レベル廃液
  ガラス固化設備　等

・ウラン精製設備
・ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ精製設備　等

・ウラン脱硝設備　等

・ｳﾗﾝ・ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ混合
     脱硝設備　等

前処理建屋 分離建屋 精製建屋

高レベル廃液
ガラス固化建屋

ウラン脱硝建屋

ウラン・プルトニウム
混合脱硝建屋

燃料せん断片の
溶解

ガラス固化体

核分裂生成物
の分離

ｳﾗﾝとﾌﾟﾙﾄﾆ
ｳﾑの分離

ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑの精製

ｳﾗﾝの精製

製
品
貯
蔵

製
品
貯
蔵

使用済燃料受入れ
・貯蔵建屋

使
用
済
燃
料

・使用済燃料貯蔵
  プール 　等

低レベル廃棄物
処理建屋

低レベル廃液
処理建屋

分析建屋

制御建屋

非常用電
源建屋

・非常用ディーゼ
　ル発電機　等

・低レベル廃液
  処理設備　等

・低レベル固体廃棄物
  処理設備　等

ドラム缶

・中央制御室　等 分析試料

・分析設備　等

主排気筒

せん断刃を前後させ、噛み込み

を解消 

せ
ん
断
刃

固定刃

燃料
集合体

燃料集合体

噛み込みの発生

せ
ん
断
刃

固
定
刃

 

 

２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 

 

（レベル２以下は工場外への影響はない） 放射性物質の外部放出 

放射性物質による汚染、被ばく等 

運転制限範囲からの逸脱等 

工場内へ 
の影響 

多重防護
の劣化 

工場外へ 
の影響 

１ ０以下 

３ 



再処理工場のウラン試験時に発生が予想されるトラブル等とその対応（Ｎｏ．１１７） 

 

 件   名 
 

 

保修作業時における保修作業エリア外の汚染 

 

事象の概要 

 

 

 

（１）発生場所：機器 ウラン脱硝建屋：保修作業エリア周辺 

 

（２）発生の状況 保修中 

 

（３）概要 

 

作業員が靴底に保修作業エリアでの放射性物質が付着したことに気が付かず、保修作業

エリア外に移動したため、汚染が拡大（作業エリア外のサーベイメータ等で発見） 

 

＊他の建屋も含め同種の作業においても、同様な汚染の発生が予想される。 

 

 

 

 事象による影響 

 

 

 

（１）工場外への影響 工場外への影響は生じない。 
ウラン脱硝建屋換気設備が稼働している室内での事象及びそれに伴う保修作業であり、また、サーベ

イメータ等で汚染検出時には除染を行うので、放射性物質の放出等、工場外への影響は生じない。 

 

（２）安全性への影響 安全上の問題は生じない。 
靴底及び管理区域内の汚染であるため、これ以上の事象の進展はなく、安全上の問題は生じない。 

 

（３）作業員への影響 作業員への影響は生じない。 
当該作業員については異常被ばくのないこと、身体汚染のないことを確認し、万一身体汚染等が認めら

れた場合は、直ちに汚染を除去することによって作業員への安全を確保するため、作業員への影響は

生じない。 

 

（４）他工程への影響 他工程への影響は生じない。 
汚染の除去を行うのに時間を要する場合は、当該作業が影響を受けるが、他工程への影響は生じ

ない。 

 

（1） 汚染の除去を行うとともに、ウランの体内への取り込みがないことを確認する。 

（2） 汚染区域を設定し、作業員の移動経路等の汚染の有無を確認する。 

（3） 汚染があれば、定められた手順に従い、汚染した区域の除染を行う。  対応の概要 

（4） 除染後、再度放射能測定を行い、汚染の除去を確認して、保修作業を再開する。

 

公表区分 翌平日に公表（ホームページへ掲載） 

 （a）運転継続しながら復旧 

 （b）運転系統を切り替えて復旧 

 （c）当該機器を停止して復旧 

 （d）当該設備を停止して復旧 

 対応区分 

 （e）影響範囲の設備を停止 

 

国際評価尺度 

（INES）のレベル 

 

日本原燃に 

よる評価：レベル０以下 

※ 本事象は当該機器停止時の保修作業中に発生したものなので対応区分該当なし。 

2004.06.10 

事象概要 

ウラン脱硝建屋

保修作業エリア

・せん断処理設備
・溶解設備
・清澄・計量設備　等

・分離設備
・分配設備　等

・高レベル廃液
  ガラス固化設備　等

・ウラン精製設備
・ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ精製設備　等

・ウラン脱硝設備　等

・ｳﾗﾝ・ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ混合
     脱硝設備　等

前処理建屋 分離建屋 精製建屋

高レベル廃液
ガラス固化建屋

ウラン脱硝建屋

ウラン・プルトニウム
混合脱硝建屋

燃料せん断片の
溶解

ガラス固化体

核分裂生成物
の分離

ｳﾗﾝとﾌﾟﾙﾄﾆ
ｳﾑの分離

ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑの精製

ｳﾗﾝの精製

製
品
貯
蔵

製
品
貯
蔵

使用済燃料受入れ
・貯蔵建屋

使
用
済
燃
料

・使用済燃料貯蔵
  プール 　等

低レベル廃棄物
処理建屋

低レベル廃液
処理建屋

分析建屋

制御建屋

非常用電
源建屋

・非常用ディーゼ
　ル発電機　等

・低レベル廃液
  処理設備　等

・低レベル固体廃棄物
  処理設備　等

ドラム缶

・中央制御室　等 分析試料

・分析設備　等

主排気筒

作業員の靴底に放射性物質が付着し、 

保修作業エリア外に汚染が拡大した 

 

 

※

 

 

２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 

 

（レベル２以下は工場外への影響はない） 放射性物質の外部放出 

放射性物質による汚染、被ばく等 

運転制限範囲からの逸脱等 

工場内へ 
の影響 

多重防護
の劣化 

工場外へ 
の影響 

１ ０以下 

４ 



 

 

 

項  目 内  容 備  考 

 目的 
本書は、六ヶ所再処理工場のウラン試験時において、トラブル等が発生した場合、

協力会社も含め適切に対応し、対外的に適時的確な説明を行うことを目的とする 
 

 用語の定義 
本書に定めるトラブル等とは、別紙１「ウラン試験時におけるトラブル等の公表

の考え方」で定めるもののうち、運転情報（試験運転期間中）を除いたものをいう 

別紙１「ウラン試験時におけるトラブル等

の公表の考え方」参照 

 協力会社も含めたトラブル等の対応 

日本原燃株式会社再処理事業部長（以下「事業部長」という。）は、トラブル等

が発生した場合、協力会社とも連携を図り、連絡、公表、トラブル等の軽重（緊

急性及び環境への影響の有無等）に応じた復旧措置、原因分析及び対策並びに対

外説明を適切に対応する 

 

 トラブル等の連絡及び公表体制 
事業部長は、トラブル等が発生したときは、別紙２「ウラン試験時におけるトラ

ブル等の連絡及び公表体制」に基づき、適切に対応する 

別紙２「ウラン試験時におけるトラブル等

の連絡及び公表体制」を参照 

 トラブル等の公表 
事業部長は、トラブル等が発生した場合には、別紙１「ウラン試験時におけるト

ラブル等の公表の考え方」に基づき、公表する 

別紙１「ウラン試験時におけるトラブル等

の公表の考え方」を参照 

 トラブル等の対外説明 

事業部長は、必要に応じて用語解説を付ける等、トラブル等に関する対外説明を

分かりやすい内容で適時的確に行うとともに、地域住民から質問等があった場合

は速やかに対応する 

 

 運転情報の対外説明 

事業部長は、運転情報（試験運転期間中）については、別紙 1「ウラン試験時に

おけるトラブル等の公表の考え方」に基づき、公表を行うとともに、対外説明を

適時的確に行うよう対応する 

別紙 1「ウラン試験時におけるトラブル等の

公表の考え方」を参照 

 

 

ウラン試験時におけるトラブル等の対応に関する基本的な考え方 

５ 



 

公表区分 事 象 例※ 情報区分 

①法令報告対象事象（使用済燃料の再処理の事業

に関する規則第 21 条第３項に基づくもの） 

・核燃料物質の盗取又は所在不明が生じたとき 

・使用済燃料等が管理区域外で漏えいしたとき(正規の排気口以外からの放出等) 

②安全協定の報告対象事象 

・放射性物質が、法令で定める周辺監視区域外における濃度限度等を超

えて放出されたとき 

・被ばくに伴う医療上の措置を行ったとき 

・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋における火災（H15.12.8） 

③工場の運転に直接関係しない火災 ・事務棟の小火 

④大きな異常音、異常臭等の発生        ・原因不明の大きな異常音が敷地外まで聞こえ住民に不安を与えるとき 

⑤油、化学薬品等の構外への流出        ・一般排水（雨水等の排水）路を通り、油が構外へ流出したとき 

夜間・休祭日を問わず速やか

に公表 

（プレス発表） 

⑥事業所内での死亡（病気による死亡は除く）  

①法令報告未満の放射性物質の漏えい（継手部（ﾌ

ﾗﾝｼﾞ）の増し締め等により速やかに復旧した場

合を除く。） 

・放射性物質を含む溶液が配管溶接部から漏えいしたとき 

・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋における PWR 燃料貯蔵プールからの漏え

い（調査結果）（H14.2.1） 

②事業所内における危険物（消防法に基づくもの）

の流出 

・ボイラ用燃料・受入れ貯蔵所（重油の貯槽）から重油が防油堰内に流

出したとき 

休祭日を問わず速やかに公表 

（夜間の場合は翌朝） 

（プレス発表） 
③法令報告未満の、放射性物質による人体の汚染 

 (手洗い、現場での除染等、簡易な処置で除染できた場合を除く。) 

・定期的なホールボディカウンタ(体内被ばく線量の測定)により管理値

を超えたとき 

事故・トラブル情報 

①法令報告未満の、軽度な放射性物質の漏えいで継

手部(ﾌﾗﾝｼ゙ )の増し締め等により速やかに復旧した場合 

・放射性物質を含む溶液が仮設配管の継手部(ﾌﾗﾝｼﾞ)から漏えいしたが、

増し締めにより速やかに漏えいが停止したとき 

②非放射性の化学薬品、水等の想定外の漏えい 
・建屋空調の加熱用の水が凍結したことによりコイルを破損し、暖房加

熱用の水が当該室、下階等へ漏えいした(H14.12.27) 

③法令報告未満の、軽度な放射性物質による人体

やエリアの汚染 
・手の皮膚表面が汚染し、手洗い等簡易な処置で除染できた場合 

④軽微な機器故障等 
・ウラン脱硝設備の貯蔵容器搬送台車が故障により停止したとき 

・清澄工程の移送機器に詰まりが生じ、移送機器を交換したとき 

⑤法令報告未満の、業務上の災害により診察･治療

のため負傷者を病院へ搬送したとき 

・分析建屋において硝酸のしずくが飛び、作業員の顔面に付着し、病院

で診察を受けた(H15.12.12) 

翌平日に公表 

（ホームページへ掲載） 

⑥その他、試験運転上注意を要するもの 
・外部電源が喪失したが、非常用発電機により予め考慮された設計どお

り必要な負荷へ給電できたとき 

保全情報 

①保守・補修の作業情報  毎月集約して月１回公表 

（ホームページへ掲載） ②不適合の発生件数等  

運転情報 

（試験運転期間中） 

 

ウラン試験時におけるトラブル等の公表の考え方 

別紙１

※事象例は適宜見直しをする。 
６ 



 

公表区分 事 象 例※ 情報区分 

 

例) 

法令報告対象事象 

正規の排気口以外からの放出  

例） 

傷口汚染による

医療上の措置 

 

夜間・休祭日を問わず速やか

に公表 

（プレス発表）  

例) 

油、化学薬品の構

外への流出 

   

例) 

大きな異常音、異

常臭 

  

休祭日を問わず速やかに公

表（夜間の場合は翌朝） 

（プレス発表） 

 
例） 
溶接部からの放射

性物質の漏えい 

放射性物質を含む配管（建屋内） 
 

 
例） 
危険物(重油)の

堰内への流出 

 

 
 

事故・トラブル
情報 

 

 

翌平日に公表 

（ホームページへ掲載） 

例） 

継手部（フランジ）

からの軽度な放射

性物質の漏えい

（継手部の増し締

め等により速やか

に復旧した場合） 

放射性物質を含む配管（建屋内） 例） 

放射性物質によ

る作業員やエリ

アの軽度な汚染

（手洗い等、簡

易な処置で除染

できた場合） 

 

保全情報 

毎月集約して月１回公表 

（ホームページへ掲載） 

 

 

例） 

保守・補修の作業

情報 

放射性物質除去用フィルタの交換 

 

 

 

保守・補修の作

業情報 

  

 

運転情報 
(試験運転期間中)

※事象例は適宜見直しをする。 

手洗い除染

できた 

継手部 

溶接部 

別紙１（補足）

ウラン試験時におけるトラブル等の公表の考え方 

皮膚が汚染

（新品） 

 

傷口に汚染 
医療処置 

７ 



 

社内対応会議 

社内対応会議 

ウラン試験時におけるトラブル等の連絡及び公表体制 

情報共有 

相互支援 

・青森県政記者会 

・三沢記者会 

・経済産業省記者会 
・エネルギー記者会 

広報部門（広報渉外部長 他）

・プレス発表文の作成 

・公表時刻の決定 他 

技術部門（技術部長 他） 

・現場の情報収集 

・事象収束作業 

・社外説明資料の作成 他 

事業部長のプレス発表決定 

・青森報道対応者 
・六ヶ所報道対応者 
・東京報道対応者 

プレス発表 資料提出 

・青森行政対応者 
・六ヶ所行政対応者 
・東京行政対応者 

・国 

・青森県 

・六ヶ所村 
・隣接６市町村 他 

六ヶ所消防署

発見者 

当直長 

統括当直長 

連絡者 

連絡者 

連絡者 
・経済産業省 原子力防災課 

・経済産業省 原子力保安検査官事務所 他

・青森県 原子力安全対策課 

・六ヶ所村 防災環境課 

・青森県 原子力センター 安全監視課 他 

トラブル等の対応関係者 

・関係部課長 

・広報渉外部長 他 

社長 事業部長 

・経済産業省 青森事務所 

・経済産業省 青森事務所 六ヶ所連絡室 

・隣接６市町村 

・野辺地警察署尾駮交番、むつ労働基準監

 督署 他（発生事象により連絡） 

担当課長 他 

連絡 

連絡 

連絡 

連絡（火災の場合） 

工場長 

プレス発表の場合 

連絡 

平日夜間、休祭日の連絡

※ 
昼間のみ 

８ 

別紙２


